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ている。前作（Reorient: Global Economy in the Asian 
Age, University of California Press, 1998［山下範久訳
『リオリエント―アジア時代のグローバル・エ

















































第 3 章 “Worldwide Continuity More Than Change: 








第 4 章 “Triangles for Capital Accumulation and 















第 5 章 “Late-Nineteenth-Century Triangles” で は、

























































Is More Than the Sum of Its Parts;（2）Timing Is of the 
Essence; （3）Bringing the State Back In; （4）The Use of 




第 10 章 “ReOrienting the Twentieth Century” はタ





















































































































































の時期として 19 世紀の第 4 四半期を重視してい
るが、その論拠が不十分であるように思われる。

















































の別論文（A. Robert Denemark, “Reorient the Nineteenth 
Century: Andre Gunder Frank’s unfinished manuscript,” 
in Patrick Manning and Barry K. Gills, eds., Andre Gunder 
Frank and global development: visions, remembrances, and 
explorations, Routledge, 2011）も参照。
(2) 貿易外収支の重要性について著者は特にケイ
ン（P. J. Cain）とホプキンズ（A. G. Hopkins）の
研 究 （British Imperialism: Innovation and Expansion 




は特にソウル（S. B. Saul）の著作（Studies in British 
Overseas Trade 1870-1914, Liverpool University Press, 
1960［久保田英夫訳『イギリス海外貿易の研究 
1870-1914』文眞堂、1980 年］）に注目し引用 （原







法政大学出版局、2013 年 11 月刊、四六判、
xv+318 頁、3700 円＋税、ISBN978-4-588-60333-4
本書の原題 Making Whole What Has Been Smashed: 






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(4) Gustafsson, H., ‘The Conglomerate State: A 
Perspective on State Formation in Early Modern Europe’, 
Scandinavian Journal of History, 23(3), 1998. 
(5) Elliott, J.H., ‘A Europe of Composite Monarchies’, 
Past and Present, 137, 1992; Koenigsberger, H.G., 
‘Composite States, Representative Institutions and the 







(7) Brubaker, R., Nationalism Reframed: Nationhood and 
the National Question in the New Europe, Cambridge, 
1996, pp.6f, 63, 79f, 103-106; idem, ‘Nationalizing 
States Revisited: Projects and Processes of Nationalization 










北海道大学出版会、2014 年 3 月刊、A5 判、240 頁、
5000 円＋税、ISBN978-4-8329-6797-7
本書は、2002 年から著者が作成してきた論文（1














究を踏まえ、｢ 強制国家 ｣ が形成されたとされる













おけるイタリアの国家機構』（W. Eck, Die staatliche 


























































































































皇帝権力と都市の関係から ｢ 属州化 ｣ の意義を問
い直している。4 章で取り上げた事例から、総督








結語において、従来の ｢ 強制国家 ｣ 論的見解は支

































































































































































































































































































































































第 12 章　グローバル化する「公共宗教」の行方  
                 ―ソロモン諸島における教会活動と
                ガバナンス構築
第 13 章　太平洋諸島フォーラムと市民社会―
　　　　  オセアニアにおける「地域的公共圏」





























































































叢文社、2014 年 9 月刊、四六判、483 頁、
1800 円＋税、ISBN978-4-7947-0729-1






























のは 2013 年 3 月である。ここは、まさに 1 年後
の今日、東西の国際関係の中心的問題となってい
る。ウクライナ問題が歴史的な根の深さを孕んで
いることを思い知らされる。「東西回廊」は、今
もなお東西の交差点であり、それゆえに世界を揺
るがす紛争の舞台である。しかしながら、著者一
行は、いかにものどかな旅を楽しんでいる様子に
見える。不思議な時の魔術なのだろうか。　
著者はそれぞれの国の都市や農村地帯をめぐ
り、その景観、建物を丹念に見て回るのみならず、
街角の人びと、商店主からゆきずりの母親、老人
に至るまで、丹念に描写し、彼ら彼女らの生活史
にも思いを馳せている。「ツアーに便乗して」の
旅行だというが、旅の目的意識をはっきりと持っ
ての「ツアー」旅行ならば、これだけの内容のあ
る旅行ができるのだと感心させられた。旅人とし
ての著者の目は、今日の東西回廊の町並み、風景、
そこに生きる人間を見ているのだが、この本を読
む者は、かの地の歴史、来し方を知らされること
によって、その景観や人間の命のつながりを感じ
取ることができるのである。人間の営みの歴史（文
化史）とも言えるだろう。
筆者が最も関心をもって読んだのは、「第八章
バルカン六カ国の旅」だった。第一次世界大戦勃
発の地であり、1990 年代のボスニア・ヘルツェ
ゴビナ紛争も記憶に新しい。当時アメリカを旅行
していた筆者は、ニューヨークの街角でアメリカ
111書評・新刊紹介
軍による空爆支持のデモを見かけた。「民族浄化」
や「大量虐殺」などという近代民主主義の国家で
起こりえないはずのことが、宗教や民族を軸にし
た対立の中で起こってしまっていた。筆者は、ア
メリカが乗り出し紛争に介入したことに対し、胸
騒ぎを覚えたが、アメリカの人びとは長い隊列を
組んで、アメリカ軍が遠い異国の人々の上に爆弾
を落とすことを支持していた。その地域が 2012
年にはどのようになっていたのだろう。そんな疑
問を持ちながら読んだ。著者はこの地の持つ歴史
の重みを感じつつも、そこで生きざるを得なかっ
た人々の暮らしに目を向けている。但し、著者一
行のこの地の旅そのものは、まことにのどか、20
世紀の悲劇の現場を旅しているとは言い難かった
ようにも見える。なぜだろうか。それは、この旅
行記には、旅の道連れである日本人の振る舞いや
会話が、要所に織り込まれているからではないか
と考える。
このことも、本書を興味深く読み進むことがで
きる一つのポイントである。著者による「東西回
廊」を旅する「日本人」旅行者の観察や彼ら・彼
女らとの会話は、絶妙である。東と西の対立や紛
争（和解？）の現場となった地域を歩きながらも、
日本人は日本人。交わされる何気ない会話から一
人一人がそれぞれの生活を引きずって旅行してい
ることが判る。しかも「東西回廊」を旅行地に選
んだこの人達は、いかにも旅行「通」であり、世
界各国を旅している、著者に負けず劣らずの博識
を備えた人たち。著者は彼らとの出会いと会話も
楽しみながら、同時に自分だけの思索や観察の余
裕を確保し、「ツアー」を最大限に活用している。
同伴の人々に見事な脇役を務めさせているのも本
書の面白みと言えよう。
さらに、著者はインド史（キプリング研究）が
専門であり、また、2012 年にはカリブ海、トリ
ニダード・トバゴの歴史研究の成果を出版した。
ここに一部を紹介しておく。
『インドから見た大英帝国―キプリングを手
がかりに』（昭和堂、2004 年）
『カリブ海に浮かぶ島トリニダード・トバゴ
―歴史・社会・文化の考察』（大阪大学出版会、
2012 年）
これらの業績からもわかるように、著者の歴史
家として世界を見る眼差しは、世界の「中核」と
呼ばれる地域より、むしろ「周辺」ないしは「辺境」
にその焦点を定めている。著者は、「日本のマス
コミやその影響を受ける世論は」、世界史を動か
しているのは欧米諸国であるという「西欧的視点
や価値観に偏向し易い」として、自分の目で「事
象を複眼的に観察しようと試みてきた」と述べて
いる。この姿勢が、インド、中米と今回の「東西
回廊」へと著者の足を向けさせた。次は、世界の
どこで著者に会えるのだろうか、楽しみにしたい。
最後に、著者による水彩画に触れておく。著者
は、水彩画を始めたのは約 7 年前と書いているが、
なかなかのものだ。その色彩の清新さ、若々しさ
は、著者の精神の若々しさの表明でもあろう。聞
けばマラソン・登山などで体も鍛えておられると
のこと。心身の健全さが、著者の好奇心と行動力
を支え、その絵に、そして文章にあふれ出してい
るのである。本書掲載の絵の中から、筆者の気に
入った絵をここに一つだけ選ばせてもらった。カ
ラー印刷でないのが残念だが。
（安井倫子）
ドブロヴニクの路地裏（北原靖明画）
